


要約:新生児医療の進歩にて長期の人工換気療法が可能となり、NICU においても数カ月以

上の長期挿管患者も少なくない。最近、当科における長期挿管患者の中で、気道病変によ

るものが増加してきている。その大半は先天性のもので、上気道の病変の症例は、自然治

癒も多く、長期挿管例は比較的少ない。しかし、声門、下気道の病変を有するものは重篤

な症例も少なくなく、長期人工換気症例や気管切開施行例が多い。これらの児の管理は、

気管切開を行った上での在宅治療を念頭において行われているが、今後、気管切開の適切

な時期および在宅管理のシステムをさらに検討して行く必要がある。


